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濃度 Xの小さいところのみで,同様の集団モー ドが観測される[25,26,271｡この集団モー ドは,
同物質にたいして可能性が示唆されている電荷秩序によるものと考えられるが,このモー ドにつ
いても,SDW 系同様,振動子強度が非常に小さいことがわかり,その原因については未解決で
ある｡
希望的観測としては,近い将来,これらの現象が,強相関の電子物性の視点から統一的に理解
されることにより,新しいコレクティブモー ドの概念が形成されるのではないだろうか｡
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